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これはフォロ－アップミルクが強調している蛋白、鉄、カ
ルシュウムに関して今までのミルク、牛乳、母乳の比較です。
☆２５年位前の調製粉乳、その後の特殊調製粉乳、現在の調
製粉乳へと 乳児の腎臓への溶質負荷を軽減するため蛋白濃
度がだんだんと低くなってきています。が、フォロ－アップ
ミルクは高い訳であります。フォロ－アップミルクの鉄は牛
乳に較べ補強してありますが、育児用ミルクと同じ程度であ
ります。Ｃａは育児用ミルクより高いのですが栄養学的に優
位性はないとの事であります。

フォロ－アップミルクは今の使用法に書いてあるように
９ヶ月以降の牛乳の代わりなのです。しかし、現実には育児
用ミルクよりも栄養があるとの誤解でそれ以前に使用されて
います。そこで、本年１月より６月まで当院へ母親が付き
添って受診した １才から２才1ヶ月まで児を対象として、
重複を避け無記名で２３７名よりアンケ－トでとりました。
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その結果、約６４％の児がフォロ－アップミルクを使用

していて、その約３０％が９ヶ月前に使用していました。

５ヶ月以前から使用している児も３名いました。

体格が小さいといった因子はフォロ－アップミルクの使

用、早期使用の誘因ではなさそうです。
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離乳食の進まないといった因子も誘因ではなさそうで

す。
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フォロ－アップミルクの使用した理由であります。宣伝

で栄養がある、値段が安いとなれば高品質の育児用ミル

クからフォロ－アップミルクに飛びつくのは消費者、母

親である女性心理として当たり前ではないでしょうか。

小児科学会は７年前から「フォロ－アップミルクは９ヶ月を過

ぎたから頃から」と呼びかけ、そして厚生省は１昨年「離乳食

の基本」を改訂し言及しました。しかしその約１年後の昨年の

１１月まで「６ヶ月から」と宣伝していた乳業会社がありました。

このようなアンケ－ト結果が出たのは乳業会社の問題もあり

ますが、それよりも医療最前線の我々の怠慢で育児現場へ

のアプロ－チが少なかった為ではないでしょうか。
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さて、乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）は西欧、オ－ス

トラリア程頻度は多くはありませんが日本でもそんなに少

ないものではありません。これは今年公表された厚生省と

石川県の１昨年の統計であります。先天性のもの、周産期

に由来するものを除くと0才児では1位であります。日本で1

日に1.5人、石川県では2月に１人の割合でＳＩＤＳで死亡

しています。
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ＳＩＤＳの病態について色々な説がありますが、うつ
伏せ寝がその危険因子と言われてから久しく、″うつ伏せ
寝とＳＩＤＳ″に関して仁志田らがまとめた表を示しまし
た。うつ伏せ寝から仰向け寝にするという国を挙げての
キャンペ－ンでＳＩＤＳが減った報告が沢山出ています。
☆うつ伏せ寝の割合の減少によってニュ－ジ－ランドでは
1/５に、オランダやイギリスでは約半分にSIDSが減少して
います。この表の他に昨年はアメリカで２０％減ったと報
告されています。日本においては、１９９４年の厚生省の
班報告によるとＳＩＤＳの７９％はうつ伏せ寝で発見され
たと報告されております。そこでうつ伏せ寝に関してアン
ケ－ト致しました。
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フォロ－アップミルクと同じ用紙で寝方に関してス

ライドの様な設問でアンケ－トをとりました。別に寝

てからの体位を聞きましたが、今回検討から除外して

あります。あくまで寝かせ方であります。☆この点数

は後のスライドで使う点数であります。
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その結果、寝てからではなくうつ伏せにして寝かせ

た事のある人は実に８０％いました。☆この点数が先

程の点数の２回分、３回分の合計です。そしてそのほ

とんがＳＩＤＳの多い７ヶ月以前でありました。その

内１０人はうつ伏せ寝の前提である硬い敷布団を使用

した事がなく、うつ伏せ寝をいつもしていた人でも６

人は硬い敷き布団を使用していませんでした。つまり

ＳＩＤＳではなく窒息の危険性もはらんでいる訳です。
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産院での寝かせ方と退院後の寝かせ方を表しています。

☆上の面が産院での寝かせ方。高さが退院後の寝かせ方。

これは退院後と７ヶ月頃の相関。これは７ヶ月頃と現在の

相関です。これらはどこで切ってもそれぞれ危険率０．０

０５以下で有為に相関していました。この産院での寝かせ

方、あるいはそういう寝方を見る事がうつ伏せ寝をする大

きな誘因になっていると思われます。
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うつ伏せ寝にした理由であります。
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ほとんどの人がうつ伏せ寝とＳＩＤＳの関連を知って

いました。うつ伏せ寝で寝かした事のある人でも８

８％の人がその危険性を知っていました。"うちの子に

限ってそんな事は‥‥"という意識が働くのでしょうか。

尤もこのアンケ－トは 調査内容の時期が終了した１

歳過ぎの時点でアンケ－トなので 育児しているその

時に認識していたかどうか迄は判りません。この寝か

せ方や先ほどのミルクの使い方の問題などもっと医療

サイド、保健サ－ビスサイドからの啓蒙活動が必要で

あったと思われました。
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なお、おまけですがＳＩＤＳ家族の会（世界中一緒で

すが）のＳＩＤＳ予防キャンペ－ンを示します。



14

蜂蜜に関するアンケ－トもとりましたのでスライドだけ

提示します。スライド有り難うございました。なお同様

の論旨を先日開催された小児科学会北陸地方会にて口演

いたしました。


